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「
動との関連

静岡県防災局　井野盛夫

　東海地域の 地震予知観測態勢にっ い ては1976年 8月の 東海地震説発表縢 急速 に 整備 さ

れ 、 1979年の大規模地震対策特別措置法によ る地震防災対策強化地域の 指定に よ っ て 本格

的 な もの とな っ た 。 静岡県内には気象庁 など国の 機関や大学に よ っ て地震予知観測施設が

整備され、こ れらの 施設は年々 増設 されて い る 。 原則的 に は測地学審議会の 建議 に よ る地

震予知計画に よ っ て 整備 され てい るが、実際 に は地震予知業務また は予知研究に携わる人

々 の 東海地震に 対する考え方が影響して い ると思われる。 地震予知観測態勢の整備と地震

活動や地殻変動の 記録等が、何らかの 関連があるの で は無 いか と考 え考察して み た
。

　静岡県内に展開されて い る地震と火山噴火予知観測施設 は 、 平成 3琿4 月の 静岡県地震

対策課調査iに よ る と250か所に及び、 観測項目として は地震 、 体秘歪、地盤傾斜 、 ラ ドン

濃度、 地下水位、重力等 の 13種類 もの測 定を行な っ てい る。た だ し、 すべ て の 観測が常時

観測 で は な い 。 こ れ らの観測を気象庁、国土地理駝、東京大学地震研究所、名古屋大学等 、

13の機関が実施 し、観測記録は地震予知連絡会に おい て定期的に 報告されてい る。

　観測施設整備の 増加率 は 、 予算計画 、 硯究観測の 途中か ら観測業務 と して 移行した もの

や 、 技術革 新 に よ っ て実用化さ れた もの 等あり
一

定の 整備鼠 に は な っ て い な い 。

　東海地域の 地震活動として は 19了8年か ら始 まっ た伊豆半島東部の 群発地震、伊東沖溝底

噴火以外 に 特別 な活動もな く静穏化の 状況が続 い てい る

　御前崎付近 は 季節変動を含ん で コ ン ス タン トな沈降が継続 して い るが、1987年頃より沈

降速度が 加速 され 平均年間沈降量が約 5 皿 で あっ たが 最近は約 6anとな っ て い る。御前 崎

付近 の 地盤標高は 、1966年の 測最の 値に比較 して 1990年まで に 16c皿ほ ど沈降 した 。

　今の 所 、 巨大地震の 発生につ なが る よ うな異常現象は見当た らない と見 られ る。しか し、

御前崎付近の 沈降速度 の 加速や静岡県中部地域の 地震活動の 静穏化の よ うに 、 15年前の状

況 よ り変化して い る現象もある。 東海地饌の 発生が 近付い て い る こ とは誰も疑わな い 所で

あり、ますます地震予知へ の 期待が大きくな っ て い る。 そ の期待に 答えるためには、設置

した地震計や歪計などの 機能 レベ ル を保ちなが ら、 GPS や レーザーなど年々 進歩する科

学技術を利用 した観測施設の 整備を進 め るこ と。 また、各項 目ご との 観測点を増設 して い

くこ との他 に 、現象の 変化 に伴 っ て データその 物 の 評価を実施 し、施設の 改良が速やかに

出来 るよ うに す る こ と。情報につ い て は多くの データが 気象庁 に集 申管理 され て い るの で 、

警戒宣言に い た るまで の 現象の 変化 に つ い て 進行状況 が 分 るデ
ー

タの 定量化が望まれ る。

　東海地震予知を成功させ るため に は、 予知観測に 携わ る職員や研究者の予知に対す る意

欲 と ともに 、 事象や 社会現象 に と らわれない 基礎的な 予知研究 の 発展 が鍵 を握 っ て い る と

思 え る。
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静岡県内における地震予知観測態勢と地衝活動等との 関連

静岡県 井 野 盛 夫

　東海地域の地震予知観演憾勢につ いては 1976年 8月の東海地震説発表以来急速に整備さ

れ、19了9年の 大規模地震対策特別腦置法による地震防災対策強化地域の指定によっ て本格

的なもの とな っ た。大震法第4 条では、 「国は、強化地域に係る大規模な地震の発生を予

知し、もっ て地震災害の発生を防止し．又は軽減するため 、計画的に、地象、永象等の常

時観測を実施し、地震に関する土地及び水域の瀏撮の密度を高め等観測及び測量の実施の

強化を図らなければならない 。亅 として い る。

　その後、静岡県内には気象庁など国の槭関や大学によっ て地震予知観測施設が整備され、

これらの施設は年 々 増設されて い る。原則的には測地学審議会の建認 こよる地震予知計画

によっ て整備されて い るが、実際には地震予知業務または予知研究に携わる人々 の東海地

震に対する考え方が影響 してい ると思われる。地震予知観測態勢の整備と地震活動や地殻

変動の記録等が、何らかの関連があるのでは無い かと考え考察してみた。

1　地震予知施設の整備の状況

　東海地震説 （1976》以前の東海地域におい て想定された地震は、遼州灘沖地震であっ た。

この地震は東海地震と比較して震源域が駿河湾内に 入っ ていない 他はほぼ同じで、発生の

周期が迫っ て い ると想定してい たこ ともあり、地震予知連絡会が1974年に東海地方を観測

強化地域に指定した。この様な背景から静网県内では第三次地震予知計画 （1973〜 19T8》

による予知観測施設の整備が進め られていたが、1974年に伊豆半島沖地震が発生し地震活

動が括発化してきたため 、伊豆半島東岸での 地麗計の整備が行われt 。その後、1976年11

月に東海地震説を受けて科学技術庁に地震予知推進本部が設置され、見直しされた第三次

地震予知計画によっ て国の研究機関や大学が科学技術庁振興調整費等による予知観灘 籃没

の 整備を始めた。19T8年には大規模地震対第措置法に よっ て地霞予知が国の貴任で行なう

こ とが明確になり．地震予知唯進本部はまず地霞防災強化地域の予知体制の整備として、

1979年に地震予知連絡会にあっ た判定会を廃止して気象庁にお いて常時観測休制を充実さ

せるこ と、1980年には地震防災対第強化地域判定会の円滑な運営を図ること、198G年には

第五次地震予知計画 （1983〜19B8）と 「防災に関する研究開発基木計画」 （内閣総理大臣

決定、1981）を受けて地震予知め観測 ・研究に つ い て基木方針を定め、東海地域の短期的

予知に有効な観測 ・研究を拡充強 化するこ とを決め てい る。その経費と予知観測施設数の

経年変化を表
一1に示す e

　地震予知観測の 観測対象としてはある種の異常現象の出現やその 数、また、現象の変化

した量などをfi桃 現象とみ て い る。これ らはあ る種 の モ デ ルか ら予測され る現象 と．過去

に発生した地震 の 前兆として認めちれた現象などを常時監褫しようとするもの である。静

岡県内に展開されてい る地震と火山噴火予知観測施設は、平成 3年4H の静岡県地震対策

謂 母査によると2SOか所に及び、観測項目としては地震．休積歪．地盤傾斜、ラドン 濃度、

地下’」く僚、飛力等4．）13種類もの測定を行なっ てい る。ただし．すべ て の観測が常時観測で

はない 。これ らの 観測を 気象庁、国土地理院．東京大学地震研究所、名古屋大学等、13の
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　 　 　 　 　 表 一 1 静 岡 県 内 に お け る 地 震 予 知 観 測 施 股 数 の 変 化
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表一2　新聞に 掲載された 地震予知や地震の 噴火に つ い て の 件数

年 新聞掲載件数 主　　 　 　 な　 　　 　 到‘　 　　 　 項

78 22 1114伊豆 大 島近海地震 （M7 ． 0 ）

6／ 7 大 規模地震対策特別措置法成 立

79 25 817 地震防災対策強化地域指定

9／7 中央防災会議 「地震防災塞本計画」

80 16 5／28 地震対策事業財政特別措置法公 布

6／29 伊豆辛 島東方河1地震 （M6 ． 7 ）

8／19 御前 崎、半年で 1   隆起

81 22 7／22 内閣総理大臣 「防災に 関する研究開発基本計画」

82 4 11／17 御前崎 、 半年で 1． 6cロ沈下

83 8 10／3 三宅 島噴火

84 15 8／31　θ1豆半 島叫エ方言噌8群発地 震

85 7

86 20 ll115伊豆大 島三原 山噴火

87 11 ． 2／24 御荊崎の 地 盤変化が正常 に

88 7 12！24 小田 原 に M7 地震 の 予測

89 9 7ハ4 β｝豆半 畠東方沖で 海底噴火

90 8
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機関が実施し、観測記録は地震予知連絡会において定期的に報告されている．

　観測施設整備の 増加率は、予算計画、研究観測の途中から鹹鰈 務として移行したもの

や、技術革新によっ て実用化されたもの等あり一定の整備量にはなっ ていない。

2　地震予知態勢整備を促進する要因

　地震予知業務または予知研究に携わる人々は、自分が観測するデータから観測施設の数

と位置を変えるのは費用さえ準備できれば可能である。しか し、他の 機閲 か ら東海地霞予

知の 目的に合 っ た緊急性のある憫報を得るの は地震予知連絡会の資料が主であり、地震予

知連絡会メ ンバーでない関係者は映像メディアと活字メディアからの情報が主となる。東

海地震説以降東海地方に拠点を持つ テレビや新鬪は、地震予知や地震対策の推進等に関わ

る事柄につ い て積極的に報道を行っ て い るの で、メデ ィアの容量として新聞の 地震予知や、

地震 ・噴火に っ い ての掲載件数を表一2に示す。詑事の 内容が地震予知態勢を促進するも

の であるかを評価することが難しいので、地震予知に関する自然現象や行政に係る報道を

見てい る。

1）地震活動の変化

　地震の活動状況につ い ては特定した地域で、規模を限定すれば地震発生回数か ら変化を

見るこ とができる。気象庁がB領域と名付けた東海地震の想淀震源域で、M3 以上の地震

の経年地震発生回数を図一1に示す 。

　この地域では1984年8 月にM4．1 の地震が発生して以来、　t989年8月までM3 以上の浅

い地震は全 く発生してい ない 。さらに、1988年 6月から1989年8月まで M3 以上の深い 地

震の 活動も全くなか っ た現象が特躑 1勺である． その後、B黻 の北緯35線付近の地域で地

震が発生しだし、1990年になり領域の全域で活動が見られるようになっ た。1991年になっ

て再び地翻 舌動が低調化したが、4月25日朝静岡市の 西を震源とするM4 ．8 の 地震が起り、

静网で震度ll、震央から約BOk旧離れた網代で震度1Vとなっ た 。 静岡県内陸部で M　4 をこ え

る地震は、19躑年6月 1日の M4．1 （震度 1 ：静岡等）以来であっ た 。

　地震活動としては 1978年かち始まっ た伊豆半飭東部の群発地震、伊東沖海底噴火以外に

静穏1匕  肋 ｛｝5tい て い る

2 ）地殻の経年変動

　麟 艇也震の 発生磯柎が フ ィ リッ ピン海プレートの沈み込みによるもの とすると、地殼の

変動を知るこ とは地震予知の ため に 重要である 。 国土地理院では駿河湾を挟む距離の変化

と、掛川を起点として即前崎付近の地盤変動を定期的に謌査して い る。その うち、掛川と

御前埼鬪の水準測母は、1944年の東南海地震の 3 日前か ら急激な南上 りの隆起変化を示し、

発生の 直前にな っ て大地が不安定になっ た こ とか ら注目され、地震予知連絡会力凍海地方

（当時特定観測地域に指定されてい たが、1974年に観測強化地域に格上げされた）の 地震

予知のた め に 1966年か ら始め て い る 。 しかし、当時地震予知に対する惑 L・が薄か っ た こ と

もあっ て数年に 1回 の測量で あ っ たが、東海地縣 兒以降 ｛1976年｝年に 1回e：なっ た。全

体的に駿河湾の方向に傾斜する沈降の パ タ
ーンであるが、1979年になっ て続いて いた沈降
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図 一 1 地 震 予 知 観 測 施 設 数 と 地 震 身舌 動 等
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運動が突然隆起に転じた （東海地震の前兆と考えられる1と見える結果が得られたため、

溷量回数が 2回に増えた。また、1981年には隆起と見える変化が観測され．以降回数は年

4回となり現在も継続樊施されて い る。

　御前崎付近は季節変動を含んで コ ンスタントな沈降が継続して い るが、1987年頃より沈

降速度が加速され平均年庸鵬 量が約5  であっ たが最近は約6  となっ てい る。地盤の

標高は、1｛鵬 年の測量の僵に比鮫して1990年までに16Cmほど沈降した．

3　地震観澱 瞰 の整備状況

東海地震説が紹介された1976年にcuaに地震観測は 13か所で実施されて いたが、東海地

震予知を目的にした歪、検潮、傾斜の観測が加えられて27点に蘯備された。以隆、中国で

の地震予知の成功に地下水変化が報告されて いたことから1977年に地下水位、翌年の 19τ8

年にラドン洟度、1981年には水質変化が常時観測され るようになっ た 。 1980年になっ て重

力、地冠位、地磁気と観測の幅が広が り、合計で80点 となっ た。さらに1982年に地殻の 伸

縮、しばらくして 1989年に衛星を利用したGPS 、二点間の距離を測定するレーザーと、

しだ い に地震予知の情報は多方面か ら収集する態勢が整う てきてい る。

　前年に比較して増設力顴 著な年は 1978年、19BO年、1981年、1986年、1990年で、これら

の 5年が急激に進んだ内訳を見てみ ると、1978年には ラドン観測が囲始し、1980年には歪

観測点が増設されて静岡県内一円に展開したほか、地盤傾斜観測点も増設された 。
1981年

に は水質測定が開始され ．地震と地盤傾斜観測の箇所も増加した、 198G年には地下水関係

の測定が急激に増加し、1990年にはGPS と地磁気、水質測定の 箇所を合せ、増設が40点

となっ たのは予知観測整備が始め られて最大の 数である。

　整備が急激に進んだ 5年の内、1978年に大震法の制定と伊豆大島近海地霞〔帳 7．0〕によ

る被害発生、1980年の前年に強化地域の指定とその年に伊豆半島東方沖群発地震（M・6．7｝

による被害発生、1981年が防災基本計画の大臣決定、1986年には大島三原山噴火、1990年

の前年に 伊東沖海底噴火、と前年またはその年には予知観測態勢に与える大きなイベ ン ト

があっ た。

4　まとめ

　東海地震の予知は国を挙げての プロ ジェ クトであり、運悪く予知が空振りに績わっ たと

しても、本物の 地震の前には警戒宣言が出されなくてはい けない 。地震予知観測態勢の 整

備はまさしく警戒宣言発令のため の 判断資料を集め る璽要な業務である。

　今の所、巨大地震の発生につ ながるような異常現象は見当たらない と見られる 。 しかし、

御齣崎付近の沈降速度の加速や静岡県中部地域の地震活勵 の静穏億の ように、t5年前の状

況 より変化して い る現象もある。東海地震の 発生が近付い てい るこ とは誰も疑わない 所で

あり、ますます地震予知へ の期待が大きくなっ て い る 。 その期待に答えるために は、設置

した地震計や歪計などの 機能レ ベ ル を保ちなが ら、GPS や レーザーなど年々 進歩する科

学技術を利用した観測施設の整備を進めるこ と 。 また、各項目ごとの観測点を増設してい

くこ との他に、現象の変‘ヒに伴っ てデータその物の評価を実施し、施設の 改良が速やかに

出来るように する こ と。婿報につ い ては多くの データが気象庁に集中管理されて い るの で 、
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磐歳宣琶たいたるまでめ境象の変化につ いて進行状況が分るようなデ宀 タの定量化が計ら

れるこ鼕など蟄ま汽るな
’
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とともに、事象や社会現象にとらわれない 基礎的な研究の発展が鍵を脛っ てい ると思える．
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